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産業革命以前に比べ、地
球の気温は既に 1.2℃上昇
しています。今後、温暖
化を 1.5℃未満にとどめ
ない限り、気候変動が生
物多様性損失の主要な原
因となり続けることが予
想されています。さらに、
気候変動により、生物の
生息地と食物がなくなる
ことで、種が絶滅すると
いう事態も起こっていま
す。気温が 1℃上昇する
度に、こうした生き物の消滅がさらに増えると予想されま
す。図 1 は、地球温暖化がそれぞれの温度上昇に達した場
合に、局地的絶滅が生じるリスクが高い種数の割合を示し
ています。種数の減少割合が大きくなるほど、生態系の劣
化や気候変動が後戻りのできない転換点に達してしまい、
地球の温暖化はますます急速に進んでしまいます。気候変

動と生物多様性の損失という 2 つの危機はどちらも、人類
が地球の資源を持続可能でないレベルで消費していること
が要因です。この2つの危機は、表裏一体のものであり、別々
の問題として扱い続ける限り、どちらの問題にも効果的に
対応できないことが分かっています。

『生きている地球レポート』は、WWFが1998年以降発行する地球環境の現状を示す報告書です。このファクトシートは2022年版報告書『生きている地球レポー
ト2022 - ネイチャー・ポジティブな社会を実現するために』（英語名：Living Planet Report 2022 ‒ Building a nature positive society）をもとに作成しました。

いま私たちは、生物多様性の損失と気候変動という 2つの危機に直面しています。『生きている地球レポート 2022』は、自
然環境の悪化と気候変動の深いつながり、2つの危機が人類と生物に及ぼす影響、公平で持続可能な未来の構築を主要テー
マとしています。私たちの暮らしは生物多様性と安定した気候に大きく依存しているにも関わらず、自然を改変し、動植物
の生息環境を破壊しています。生物の減少と気候変動が加速することで、人類への災害も増大すると予想されます。自然を
回復傾向に向かわせる「ネイチャー・ポジティブ」な未来のために、『生きている地球レポート 2022』は、今がその 2つの
危機に対応できる最後のチャンスであることを示しています。

世界が直面する 2つの危機　気候と生物多様性の危機は表裏一体の関係
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図 1　産業革命以前
と比較した陸上及び
淡水域における生物
多様性の損失予測
出典：Warren,
他 ,20181 より作成
された Parmesan,
他 ,20222 の図 2.6

図 7  2030 年までのネイチャー・ポジティブに向けた自然のための測定可能な世界目標
出典：Locke et al.,202112
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2030 年までに生物多様性の損失を
反転させ、ネイチャー・ポジティ
ブを達成するためには、貴重な森
林・淡水・海洋生態系を保護区な
どで守ったり森林破壊を防いだり
するような地域ベースでの環境保
全活動に加えて、生物多様性を減
少させ続けてきたこれまでの生産
や消費のあり方を根本から変革す
るような、経済社会の変革および
政策を組み合わせていくことが必
須となります。

近年の中長期的に生物多様性回復を世界規模で実現できる
可能性を探る生物多様性シナリオ研究では、生物多様性損
失の要因に対応し、その他の持続可能な開発目標との相乗
効果やトレードオフを考慮した長期戦略の検討が行われつ
つあります。ある調査では、自然を回復傾向に向かわせ、
気候変動を食い止め、世界の人口増加に対応する食料を確
保するためには、従来の自然環境政策や現場での自然保護
アプローチだけではネイチャーポジティブ実現には不十分
であることが分かりました 13。

まずは、環境問題の分野横断的な性質を認識し、気候変動
と生物多様性の両者に有益な win・win の解決策を模索する
ことで、気候変動が生物多様性損失の主要な要因となるこ
とを防ぐことが重要です。その上で、生物多様性損失の直
接的要因と間接的要因からの影響（図 6）や、その他の持
続可能な開発目標との相乗効果やトレードオフを考慮に入
れることが必要です。

生物多様性の損失要因は複雑かつ分野横断的であり、これまでの生産・消費、
政策決定、金融における仕組みを根本から戦略的に変革していく必要があり
ます。そのためには、政府、企業、社会の指針となる、共通の世界目標への
国際合意が必要です。各国政府が、国際目標へ合意し、整合した国内目標の
設定に合意すれば、ネイチャー・ポジティブの実現は手の届くものになります。
これが私たちに与えられた最後のチャンスとなるでしょう。生物多様性の保
全とは、「単なる生き物の保全」のことではないのです。

世界の食料供給システムのような、生物多様性の損失要因に対処し、気候変
動と生物多様性の両者に有益な win・win の解決策を模索することで、すべ
ての人にとって公平な未来を実現するための緊急の行動が求められています。

気候変動と生物多様性損失の同時解決がカギ
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人と野生生物が共に自然の恵みを
受け続けられる世界を目指して、
活動しています。
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森林、草原、湿地、海洋などの生態系は、食料・飼料、医
薬品、エネルギー、繊維など人間の生活に不可欠な恩恵を
もたらしています。また、生態系は気候の調節、淡水の浄
化、花粉媒介、土壌再生などの作用によってバランスを保ち、
人間に癒しやインスピレーションも与えています。人類は
生態系に依存し、自然なしでは生存できないにも関わらず、
自然資源を過剰消費し、地球環境を維持する生態系サービ
スを乱用してきました。

人類は現在、地球の 1.75 個分に相当する生態系資源を過
剰消費しています。図 5 の通り、地球の「バイオキャパシ
ティ」に対して、人間の「エコロジカル・フットプリント」
は 75% も超過しており、今の生活水準を続けるためには、
地球 1.75 個分の自然資源を必要としてしまいます。エコロ
ジカル・フットプリントは地球のバイオキャパシティを超
えては、中長期的に持続可能ではありません。カーボン・フッ
トプリントは増加しており、現在の政策のままでは、2100
年までに約 +3.2℃の気温上昇が起こり 10、気候変動の生物
多様性への悪影響が予想されています。

生物多様性の損失は、農林産品の供給を維持して温室効果
ガスを吸収する生態系の能力をさらに低下させます。気候
変動の危機と生物多様性の危機は相互に影響し合って悪化
することから、一方の問題を解決するには、もう一方の問
題も考慮する必要があります 11。今後数十年間、これまで
の対応を続けていては、さらなる気候変動と生物多様性の
損失を招き、結果として自然からの恩恵を失うことになり
ます。人類がこれまで通りの社会経済の仕組みを継続する
ことはすでに不可能です。図 6 に示すように、生物多様性
の損失を招く主な直接的要因には、化石燃料の採取、森林
や海洋などの開発による生息地の減少、乱獲を招く動植物
資源の過剰消費、汚染、侵略的外来種などがあります。さ
らに間接的な要因として、人口増加、社会文化的背景、急
速な経済成長、技術開発、不十分な制度・体制、既存の価
値観などが挙げられ、これらの間接的要因によって、エネ
ルギー、食料、その他原料の需要激増が起こります。

人類は地球 1.75 個分の自然資源を過剰消費

生物多様性の損失は危機段階：生きている地球指数は1970 年から69％低下
自然と生物多様性の健全性を測る指標「生きている
地球指数 LPI）」は、地球全体で脊椎動物（哺乳類、
鳥類、爬虫類、両生類、魚類）の個体群で構成され、
継続的な減少が続いています。最新の報告は、1970
年から 2018 年の間に、LPI が平均 69% 減少したこ
とを示しています（図 2）。今回の LPI は、5,230 種、
約 32,000 個体群という過去最大のデータを基に、
ZSL（ロンドン動物園協会）と共に調査。LPIによって、
個体群の相対的な推移だけでなく、個体群の減少の
主原因である生態系の変化を知ることができるため、
自然が中長期的にどう変化しているのかを理解する
ことができます。

とりわけ、世界の淡水域の野生生物個体群の傾向が
示す LPI は、最も深刻な打撃を受け、平均 83% 減少
しています（図 3）。淡水は、生活用水、食料の安全
保障、産業利用など 4、私たちの生存 5 にとって不可
欠なものです。人類の半数以上は川や湖などの淡水
域から 3km 圏内で生活していますが 6、そのために
汚染や取水、野生生物の乱獲などが生じやすく、淡
水種の生物多様性を脅かす原因となっています 7。

LPI は、世界の地域ごとに、生物種の個体群の変動を分析し
ています。地域別に見ると、最も減少率が大きかったのは、
中南米（94%）です（図 4）。
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図 2　生きている地球指数（1970 年～ 2018 年）　出典：WWF/ZSL,20223

図 3　淡水域の「生きている地球指数」（1970 年～ 2018 年）　出典：WWF/ZSL,20223

図 5　1961 年～ 2022 年の地球全体の
エコロジカル・フットプリント（人間
の地球資源に対する需要）とバイオキャ
パシティ（生態系による地球資源の再
生能力 8）および、土地利用別、活動別
のエコロジカル・フットプリント 9

図 6　岐路に立つ地球の気候と生物多様性と人間

図 4　IPBES の分類に基づいた地域別の「生きている地球指数」（1970 年～ 2018 年）　出典：WWF/ZSL,20223
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